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1.
　第二次世界大戦末期から終戦の1945年の欧州、特にドイツ（例えば、中核としてノルトハウゼ
ン・ロケット地下秘密工場やペーネミュンデ発射場）を舞台に展開するThomas Pynchon（1937-）
のGravity’s Rainbow 1（1973）もまたT. S. Eliot（1888-1965）の“The Waste Land”2（1922）のポス
トモダン流散文版であると言える。既に考察した3ピンチョンの初期の短編“Low-Lands”4（1960）
と「荒地」との関連だけでなく、「荒地」はその後の彼の全作品における世界像の基盤になって
いると思われる。エリオットとほぼ同時代のErnest Hemingway（1899-1961）やF. S. Fitzgerald 
（1896-1940）にとどまらず、J. D. Salinger（1919-2010）、John Hawkes （1925-1998）、Joseph 
Heller （1923-1999）、Kurt Vonnegut （1922-2070） たちの戦争小説にも大きな影響を与えてきてい
る。一般的には第一次世界大戦後の荒廃したヨーロッパと混迷する不毛な精神、さらに救済への予
兆を描くとされる「荒地」は、特にその後の戦争小説においてその時々様々な変奏曲を奏でている。
　ちなみに、「荒地」は1921年に初稿を執筆。Ezra Pound （1885-1972）の助言により、エピグラ
フ（Joseph Conrad 1902年のHeart of Darknessからの引用）の変更や、エピソードの削除等が行わ
れた。フレイザー『金枝篇』の聖杯伝説を骨格として、聖書、ダンテ、シェイクスピアなどの引用
を散りばめ、意識の流れの手法も用いて、第一次世界大戦後の荒廃した世界と救済への予兆を描き
だした。末尾にはサンスクリット語も使用され、インド思想の影響も指摘されている。1922年に
文芸誌に発表された433行の難解な詩であり、中々理解されなかったが、1930年代になってF・R・
Reavisらから評価されるようになったと一般的に解説される。この詩に影響された例として、「低
地」でFlangeとPig Bodine （『重力の虹』にもSeaman Bodineとして再登場する脇役） が、ゴミ収集
業者Squarcioneのトラックに乗って、“the spiraling descent”しながら訪ねていくゴミ集積場の“the 
dead center”は、例えば、ダンテの『神曲』5（1307-21）で示される下降する地獄界を連想させる。
怠惰と飲酒の罪で妻から罰を下され、家から地獄へと追い出されたといった趣向なのだろうか。と
いうよりも、自ら地獄巡りの旅へと出ていったと考えるべきだろうか。『神曲』は暗い森の中に迷
い込んだダンテが古代ローマ詩人ウェルギリウスや煉獄の山頂で再会するベアトリーチェに導か
れ、地獄と煉獄、天国と彼岸を遍歴する物語で、特に「荒地」は、パウンドへの賛辞や詩の終結部
でその原文から引用がなされており、ソドミーやインモラルな色欲に耽った亡霊たちを描く煉獄篇
第26歌との関連が深いとも言われる6。勿論『重力の虹』でもCaptain Bliceroを筆頭に倒錯した様々
な愛欲図が展開する。「低地」では他にも集積所の管理人BolingbrokeはシェイクスピアのHenry IV
の主人公ヘンリー四世の姓であり、NerissaもThe Merchant of Veniceの登場人物を思わせるよう
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で、ピンチョンの小作品ですら「荒地」以上に引用や引喩や暗喩や諧謔に満ちた虚構世界となって
いる。
　 比 較 文 学 者 で 神 話 学 者 のEvans Lansing Smithは 近 著Thomas Pynchon and the Postmodern 
Mythology of the Underworld  7（2012）において、屍
ネクロタイプ
型の観点からピンチョンの世界を敷衍する。
これまでも指摘されているように8、『重力の虹』には明らかにエリオットの「荒地」を介したギリ
シャ神話やアーサー王伝説、また『神曲』の影響がみられるが、スミスの言う冥界下降は、逆しま
に見れば、ロケットV2の放物線運動である上昇と下降運動にも通じ、さらには、結果的破壊と絶
滅の悪夢というピンチョンの黙示録的ヴィジョンを神話的に補強することになる。
２．
　1960年代アメリカ小説論、Raymond M. Olderman著Beyond the Waste Land：The American 
Novel in the Nineteen-Sixties9（1972）は、時代を代表する作家８人の作品を取り上げ、それぞれ
形式的にはロマンスを志向し、内容的にはエリオットの「荒地」にみられる「聖杯騎士」や「漁夫
王（不具王）」のモチーフが潜んでいる点を指摘する。
　第一部「制度としての荒地」ではKen KeseyのOne Flew Over the Cuckoo’s Nest（1962）、
Stanley ElkinのA Bad Man（1967）、John BarthのGiles-Goat Boy（1966）、そして、ジョゼフ・ヘラー
のCatch-22（1961）について論じながら、「制度」の不毛性や危険性に圧倒されていくヒーローを「聖
杯騎士」として考察する。第二部「陰謀としての荒地」は、トマス・ピンチョンのV.やThe Crying 
of Lot 49（1966）、ジョン・ホークスのThe Lime Twig（1961）を通して「制度」より戦慄すべき、
「陰謀」渦巻く激動と矛盾の時代を生きる人物たちの無力感や絶望感を指摘する。また、作中で描
かれる核の時代の組織化された狂気や、例えば、「軍産複合体の陰謀」が複雑に絡み合う荒地で偏
執狂的傾向を帯びていく「騎士」たちの運命を予言する。最終セクションの第三部「荒地からフェー
ブルの地へ」は、寓話的表現形式によって現代の脱荒地を図るヴォネガットのSlaughterhouse-Five
（1969） やThe Cat’s Cradle（1963）などの作品とPeter S. BeagleのThe Last Unicorn（1968）を論じる。
　荒地のイメージは60年代小説に支配的なメタファーあり、荒地のイメージを中核にして60年代
小説家の世界像、およびそのヴィジョンがどのように具体化されてきたかを説明し、オールダマン
は「荒地」の特質が現代人の意識に闖入して今日の小説の中に表現されるようになった次第を、エ
リオットの詩からの逐語的反復や直接のなぞりを交え、引喩に言及しながら論じる。つまり、現代
小説が荒廃した土地というメタファーを「漁夫王」および「探求の旅に出る騎士」の伝説に関連づ
け、また「漁夫王」が「聖杯騎士」に傷を癒され、結果、土地の再生がもたらされるという伝説に
依存していることを明らかにする。荒地伝説は「漁夫王」という傷ついた人物を巡って展開される。
彼は或る土地の統治者であり、その土地の豊饒と安寧はひとえに彼の健康にかかっている。救世主
的人物の「聖杯騎士」が「聖杯」を探し求めて歩き、一連の試練と誘惑の後に狂おしくも混乱した
“Chapel Perilous （危険の聖堂）” における徹夜の行で極点に達しながら、「漁夫王」の傷を癒して土
地を生き返らせる。「聖杯騎士」は、例えば、エリオットの「荒地」の末尾を飾るサンスクリット
語の“Datta. Dayadhvam. Damyata. / Shantih shantih shantih （ll.452-53）” （「施せ。憐れめ。制御せよ。
/ 平穏　平穏　平穏」にあるように「与えること、同情すること、自制する」ことを学ばねばなら
ない。そして、ことの成就は雨が降ることで象徴され、すべてにわたる探求が生命と豊饒の神秘へ
のイニシエーションとなる。
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　オールダマンは、まず、『キャッチ ‐ 22』について具体的に次のように説明する。
　　　 　戦争、軍隊、それに経済的自由企業システムというようなものの結合により、ピサノーサ
島に作り出された荒地は、ヘラーの主要人物、ヨサリアンに不本意ながらも「聖杯騎士」に
なるように強いる。しかし、狂気の世界にあって彼はただ自分を救い出すというか、あるい
はより正確には、自分を保持することしかできない―テレシウスやバースのジョージ・ジャ
イルズのようにヨサリアンは「漁夫王」と「聖杯騎士」、つまり傷ついた敗残者と希望に満
ちた探求者の両者になっている。…それが多分制度に対する、また荒地に対する反行動の全
領域における最後の選択だろう。（『彼方に』96）
　第二次世界大戦という狂気と混乱の世界にあって、主人公はその荒地からの離脱を目指すとい
う状況にまで追いつめられる。最初から滑稽にも逃げ回る彼は、一次大戦の途中で “a separate 
peace”をするFrederic Henryとは大いに異なる。ヘミングウェイやノーマン・メイラーの戦争小説
とは違って、ブラック・ユーモア溢れるドタバタ喜劇的な様相を示す『キャッチ‐22』は、第二
次世界大戦末期イタリアのピサノーサ島にあるアメリカ空軍基地を舞台に爆撃機連隊爆撃手ヨサリ
アンを中心にして、軍隊の不条理と体制側の欺瞞、戦争の狂気を描き、その混乱さながらに空間の
一貫性や時間の順序から解き放たれ、エリオットの「荒地」のように無秩序なエピソードが連続し
て物語が構築されていく。
　特に、著者は39章の「永遠の都」における主人公の体験の意義を解読する。「生の探求における
ヨサリアンの教育は、彼が永遠の都ローマを巡り歩く夜中の彷徨で真にその頂点に達する。その彷
徨は〈聖杯騎士〉の〈危険の聖堂〉への接近であり、だからそれはエリオットの薄気味悪い倒錯し
た舞台背景を如実に反映する」と。そして、オールダマンは「荒地」と対比しながら小説のクライ
マックスを次のように述べる。
　　　 　そこを逃げ出そうとするとき、ヨサリアンはエリオット的効果の最後の二つに出会う。…
男の顔が恐怖で蒼白になり、眼が「蝙蝠の羽のように羽ばたいて」瞬きするのが目に入る。
蝙蝠の羽といえば、当然エリオットの「危険の聖堂」への最後の接近が想起されよう。しか
し、ピカリと光る稲妻の代わりにヨサリアンは作中で最も戦慄的な非人間的所業にぶつかる
―すなわち、アーフィーの残酷な罰せられもしない、慰安婦ミカエラ殺害である。「雷神」
がヨサリアンに、「施せ、憐れめ、制御せよ」と告げる声の代わりに、彼には憲兵たちが彼
を連れ去る時の軍隊というものの声が冷たく、また非情に聞こえる。「…彼らの行進する足
音が…太古の連打のごとくゴロゴロ轟いた。（『彼方に』111-12）
　「荒地」の“V. What the Thunder Said”で「蝙蝠」は、“And bats with baby faces in the violet light 
/ Whistled, and beat their wings （379-380）（赤ん坊の顔をした蝙蝠の群れがすみれ色の光の中で / 
口笛を吹いて羽ばたき）と不気味に描かれる。これに続いて「施せ」、「憐れめ」、「制御せよ」とい
う『ブリハッド・アーラヌヤカ・ウパニシャド』という紀元前500年以前に書かれたインド哲学書
からのサンスクリット語が天の声のように響き渡る。まさにこれは「この小説におけるエピファ
ニーの瞬間」であり、戦場と化した古都ローマでのヨサリアンの彷徨は豊饒の雨ではなく、「倒錯
した破滅の雨」によって特徴づけられるとオールダマンは述べる。そこには「荒地」の治癒回復も
再生も見いだせぬままに「聖杯騎士」ヨサリアンは「荒地」からの離脱を試みる。つまり、戦争と
いう形態をとる政治経済の圧倒的制度下で不条理を強いられる個人の力では、現代の「荒地」回復
の可能性は全く見いだせないことを示している。『重力の虹』は、ともに第二次世界大戦に従軍し
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た作家による作品である、この『キャッチ‐22』やさらには『スローターハウス‐５』からも大
きな影響を受けている。
　『荒地の彼方に』は1972年に出版され、前述のように、ピンチョンの『Ｖ．』と『競売ナンバー
49の叫び』についても取り扱っているが、その後今日まで著者の文学研究がどこにも見当たらな
い。翌年の1973年に出版された『重力の虹』についての著者の考察が当然のことながら気になる
が見つけることができないので、とにかくここではオールダマンの『Ｖ．』に関する論考を参考に
するしかない。まず、著者によると、ピンチョンは時代の「本質的特性」を示そうとし、エリオッ
トの「荒地」を散文に焼き直したものに似て、『Ｖ．』は愛と神話の挫折した世界を描きながら「絶
滅の夢」を志向する遍在する「Ｖ」の事象を探求すると解読される。次の指摘も興味深い。
　　　 　20世紀の二大兆候といえば、ピンチョンとエリオットの両者が表現したように、愛の倒
錯と宗教の倒錯であろう。…愛の倒錯は性の濫用に、また連続的に出現する戦争にはっきり
と示される。宗教の倒錯は、フェアリング神父やヴィクトリア・レンの歪んだ信念を通して
ばかりでなく、「絶対者」への信仰に取って替えられた、陰謀への信念を通しても現れる。
（『彼方に』132）
　加えて、「ピンチョンの作品でＶという文字をどこで見つけようと、それは性、戦争、ないし陰
謀と結びついている」（133）と指摘する。このことは、ナチスドイツの開発したV2ロケットを巡
る物語『重力の虹』についても当てはまるし、現にトニー・ターナー10を初めとしてこれら２作品
の関連性はよく言及される。『重力の虹』は混沌とした荒地である戦場を舞台にして、不毛な愛の
倒錯と、その対象が何であれ、狂信的な信仰・妄想に翻弄される滑稽な愚者の逆しまな世界がさら
に具体的に鮮明に展開する。
　ここで、「荒地」について、この詩はエリオットとJean Verdenal（ソルボンヌ大学時代の友人で、
Prufrock and Other Observation（1917）は彼に献じている）との関係が影響していると解釈し、
エリオットからその論文の公表を拒否されて一大物議を醸しだした John Peterの論考11と関連付け
たい。「荒地」の中で変幻自在に現れるギリシャ神話のテレシウスは盲目の預言者であり、両性具
有者的に性を変える。また、テーベの王ライオスは若い頃にエリスの王子クリュシュポスを愛して
不自然な行為をしたために呪いを被り、アポロから子を儲けるべからずとの信託をうける。しか
し、妃と交わりオィディプスが生まれる。テレシウスの預言により王は子を捨てるがオィディプス
は拾われて成人し、やがて、父をそれとは知らずに殺し、母を妃としてテーベの王位を継ぐ。彼の
呪われし二人の息子たちも王位争奪のため争い、刺しちがえて死ぬ。このライオス王一家の物語が
テレシウスを通して「荒地」と重なるのも当然だろう。もとはといえば、ライオス王の邪な恋の呪
いは、後述するように、『神曲』の「煉獄篇」26歌の影響を受けた「荒地」を介して、『重力の虹』
の中に、特に後述するブリセロ像に受け継がれているのは当然と言えば当然である。
３．
　ピンチョンの作品におけるエリオットの「荒地」の影響については、神話学者でもあるエヴァン
ズ・スミスが前述の『トマス・ピンチョンと冥界のポストモダン神話学』で詳述している。その
序文「屍
ネクロタイプ
型とポストモダニズム」で彼は次のように説明する。「主要な正統派モダニズム」は「還
元（reductio）と帰還（ricorse）」を結合する。錬金術に譬えれば、分子が分解されて再結合により
新たな形態を生むということであり、還元と帰還の隠喩が現れるのは、考古学（エジプトやクレタ
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やメソポタミヤの発掘）、科学（核や素粒子物理学）、言語学（深層構造、記号表現と記号内容）、
人類学（神話と儀式理論）、心理学（コンプレックスと原型）、絵画（幾何学的抽象）とモダニズム
文学（神話と伝承）であり、それらは総て表面下の根本的形態、いわば冥界の探求に関わる。モダ
ニストにとって神話は詩や劇など虚構構造の基礎ブロックであった。そして、エリオットの「神話
的方法」とは神話を用いて歴史の「無秩序と無意味」に「形と意義」を与えることであり、日常生
活の現実的ディテールは神話的象徴主義の底流と類似している。モダニズムとポストモダニズムの
重要な神話は、迷宮、大いなる女神（豊穣と多産のDemeterとその娘で冥界の王女Persephone）、
黙示、秘儀（カバラと錬金術）であり、特にnekyia （冥界降下、ホメロスの用語：necyomancy 交
霊術）が重要であり、何らかの作品がそれに言及している。ちなみに、辞書上のnekyiaの意味は、
“In ancient Greek cult-practice and literature, a nekyia （  νέκυια） is a rite by which ghosts were 
called up and questioned about the future” であり、占いのために亡者の霊を呼び寄せようとする
降霊術にも関連する。降霊術を指す英語のネクロマンシー （Necromancy） は、古代ギリシャ語の
νεκρός（ネクロス：「死体、冥府の死人」） と μαντεία （マンテイア：「予言、占い」）の複合語の 
νεκρομαντεία （ネクロマンテイア）に由来するそうである。
　さらに、スミスの説明によると、冥界は「冥界祭室」、「地獄」、「神殿」、「宝庫」の四室をもつ館
で、英雄や主人公は「冥界祭室」で死んだ祖先の声に（『オデッセイ』、『アエネイド』、『神曲』に
あるように）出会う。そこで、祖先たちにより幾世代にわたって蓄積された英知が伝えられ、英雄
の運命を形成するパターンが明らかにされる。モダニストにとっては、祖先たちの文学伝統である
主題、文体、技法を取り入れることで、概して、（『キャントーズ』、『ユリシーズ』、「荒地」にある
ように） 引喩、引用、模倣、パロディの形態がそこに織り込まれる。冥界は心理的、精霊的、文化
的、歴史的受難と苦悩の場であるが、同時に聖域―啓示と変容の聖なる空間であり、原型となるイ
メージに満ちた想像力の種が蓄えられている。
　ユングはプラトンのeidos （idea or form）から原型を派生させ、ポスト・ユング派のHillmanは
eidosとアイドネウス（冥府の王ハデス、Hadesの異名）とを結びつける。その「宝庫」には生死を
統括する「観念作用を持つ形式と形体」が保存されている。原型に関する想像力の基本形態の啓示
とネキュイアとを結合させたヒルマンの考えが、著者の神話概念の中心をなすものであり、まさに
ピンチョンの作品がその例となる。さらに、nekyia （冥界降下）とarchetype（原型）とを結びつけ
て屍
ネクロタイプ
型と造語し、冥界降下の原型的イメージを指すこととする。
　冥界と結合するイメージとして、例えば、川の交差点や山河のイメージの屍型、敷居、衣類、鏡
と反射、蝶と蜜蜂と蜜、鳥類、目のシンボルの屍型、十二宮の屍型や幾何学的、建築学的、テクス
ト的屍型がある。これらのイメージが冥界降下の基本構成物である。テクスト的屍学は読み書きに
よる創造の謎に関わる一つの神話的イメージであり、伝統的に冥界は様々な形態をなすテクストや
それに対する反応や解釈と関連し、例えば、生み出されたテクストは更にダイナミックな解釈と反
応を生み出す。
　また、たった一つのイメージで全創造の対立物を包含する模様を完
ヒ エ ロ
全絵
グ リ フ
文字と呼び、それは象形
文字的シンボルとなる幾何学模様の形態（半球、三角形、方形、立体、多面体など）を採る。ヒエ
ログリフは、『ファウスト』の大宇宙の記号、ソロモンの封印のように一つのイメージで宇宙の両
極を示し、誕生と死のサイクル、破壊と創造、輪廻転生を暗示する（イェーツを例にとれば、二重
螺旋のシンボリズム）。そうした屍型はポストモダニズムでは手の込んだ遊戯的、多文化的、自己
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言及的様式で使われる。これをホイジンガの『ホモ・ルーデンス』からから採って「遊び」の融合
主義と呼ぶ。さらに、ハイゼンベルグの不確実性やユングの集合的無意識といった概念が、ホモ・
サピエンスから、芸術・文学・神話学・宗教のような至上の虚構と呼ばれたものを生み出すホモ・
ファーベルという考えへと置き換えられる。イタロ・カルヴィーノの作品など、ポストモダニズム
の名作には遊びの本質があり、遊びの要素と多文化の神話学的素材が結合している。遊びの融合主
義はポストモダニズムにおける神話的方法が遊戯的に、また多文化的に発展したものである。
　ポストモダニズムはモダニズムの誇張形態と思われ、古典からバロックへの発展と類似する。ポ
ストモダニストであるピンチョンによる神話的方法の使用も例外ではない。遊びの融合主義から彼
の作品を考察し、ネキュイアが作品の最も重要な神話であると実例を挙げながら著者は実証してい
く。また、著者は、エリオットが神話的方法の結果として考えた無秩序と無意味さに対して、ネ
キュイア関連の表現や図像を示し、形体と意義を与える。ネキュイアは規則的に繰り返される場面
設定、人物、プロット、イメージ、テーマと結びつき、冥界が作品世界の中心となっていることを
明らかにする。
　エヴァンズ・スミスは 『Ｖ，』、『競売ナンバー49の叫び』、『重力の虹』、Mason & Dixon （1997）、
Against the Day （2006）までネキュイアが各作品に共通する神話の基本パターンであるとして各作
品を読み解いていく。『重力の虹』の幕開けとなる、戦時中のロンドン中央駅の地下鉄に乗った群
衆の〈疎開〉が、まず、「黄泉の国への下降」の隠喩であり、そこには「ニキュイアと迷宮双方へ
の入り口のイメージ」（『神話学』 66）があると指摘する。無情にも列車が向う先は「グランド・ゼ
ロ」（〈核〉爆弾の爆心地）であり、「道は…だんだん狭まり、でこぼこになり、カーヴがきつくな
り、そして突然最後のアーチをくぐり」（３-４）、古びた薄暗いホテルにたどり着く。そこは「す
べての鼠が死に絶え、鼠の亡霊だけが未だ洞窟壁画のように壁の中に居座り続ける」（４）。 
　「鼠」といえば、「低地」のNerissaの鼠の友達の名前がヒヤシンスで、これは「荒地」の“the 
Hyacinth girl” （「荒地」l.36） からの影響であろうし、『Ｖ．』では神父と雌鼠のVeronicaの逸話が思
い起こされる。「荒地」５章の “And bones cast in a little low dry garret, / rattled by the rat’s foot 
only, year to year” （「荒地」ll.194-95）の鼠からの連想だろうか。また、眼帯のViolettaという占
い師は「荒地」のキー・カラーといわれる“The violet hour” （215）やタロット占い師のMadame 
Sosostrist、“the one-eyed merchant” （「荒地」l.52）からの創造だろうか。重要なのは、日常の惰性
という「荒地」から旧友ピッグ・ボーディンに（妻に家から追い出されたというより）いわば救い
出されたフランジが、地下（冥界）塵埋め立て場で今度はジプシー娘を救済するという、つまり、
不毛の地（家庭と仕事）からの脱出、さらには再生と救済の夢物語になっているという点にある。
ところで、このボーディンが『重力の虹』の最終セクションに登場する〈船乗り〉ボーディン（確
かに巨漢男と描写されてはいる）ならば、同じような役割があるかも知れない。
　第一部５話は、戦勝のための心霊学的作戦の一つとして行われている交霊会の場面となる。エ
ヴァンズ・スミスは原文から引用しながら次のように説明する。
　　　 　「霊媒はいらいらして催眠状態から冷め始める。誰しもがあの世はどうなっているのかと
思う。この会合の着席に必要なのは、ここ世俗の気の合った円だけでなく、どの結束も切れ
てはならない、基本である四角の協力である。つまり、ローランド・フェルズパス（精霊）、
ペーター・ザクサ（コントロール）、キャロル・イヴェンター（霊媒）、セリーナ（生き残っ
ている妻）」（32）この世とあの世を提示して円と四方四角の幾何学模様を結合し、ユング
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なら曼荼羅―「自我」の全体性の原型的シンボル―と呼ぶものを形成する。つまり、意識と
無意識、アニマとアニムス、ペルソナとシャドウ、個別化の過程のパワーによってまとまっ
ている全てのことである。（『神話学』 66）
　この交霊会は、ドイツ降伏促進のための諜報組織の〈超能力セクション〉の霊媒キャロル（ザク
サが彼の支配霊）が、遺された妻セリーナのために故ローランド・フェルズパスの霊と交わるとい
う場面である。ここで、霊媒は「ひとたび〈死
ドミナス
神〉ブリセロの王国に入ると、ローランドは…」（30） 
と語り、 チュートン族神話〈死
ドミヌス
神〉ブリセロの世界を引き出す。Weismann のナチス親衛隊将校コー
ド・ネームが、この「ドミヌス・ブリセロ」であり、彼は〈死神〉、サドマゾ的ソドミー、かつロケッ
ト発射指揮官として『重力の虹』の重要人物として再登場する。『Ｖ．』９章の物語では、1922年
ドイツによる南西アフリカヘレロ族武装蜂起と鎮圧にまつわる残虐と退廃が語られ、そこに参加し
た若いドイツ将校がヴァイスマンであった。ギリシャ神話のハデスに代わり、ドイツ民族の〈死神〉
がロケットを使って「荒地」を地獄へと変えていく。
　神話学的観点からその他様々なエピソードをネキュイアに関連づけて著者は説明するが、特にス
ロースロップがトイレに落としたハーモニカを追い求めて便器から落ちていく逸話を取り上げる。
第一部10話では、聖ヴェロニカ病院で彼は被実験体としてアミタル・ナトリウムを注射され、睡
眠状態の中で1939年頃の大学時代に戻り、ハーモニカを拾おうとして汚物の流れるパイプの中を
泳いでいく。ハーモニカとオルフェウスの竪琴との連想から、この行為を「オルフェウス的ニキュ
イア」と著者は解釈する。幻想の中スロースロップはやがて西部にたどり着く。そこには「危
ランチョ
険な
牧
ペリグロッソ
場」という故郷の家を持つ「邪
テ レ モ ー ヴ ェ
悪な大地」の白人の大将Crouchfieldというカーボーイがいる。
　　　 　ワイゼンバーガー12が指摘するように、牧場の名前はアーサー王伝説を連想させ、中世の
聖杯探求の「命
シ ー ジ
取り
ペ リ ラ ス
の座」（57）を喚起する。土地の名前、「邪
テ レ モ ー ヴ ェ
悪な大地」も際立ってアーサー
王的で、「聖杯城」周りの「荒地」を連想させる。城には、異教の騎士との戦いで鼠蹊部を
怪我し、苦悩する「不具王（漁夫王）」がいる。実際に小説が進むにつれ、アーサー王伝説
流のニキュイアが、これからわかるようにますます中心的になる。エリオットやピンチョン
にとって「荒地」は二回の世界大戦で荒廃したヨーロッパであり、「聖杯」英雄の到来でそ
の地と傷ついた王が救済されるのを待っている。（『神話学』 73）
　戦争による欧州の荒地はこの世の地獄であり、ダンテ流の下降による地獄巡りと漁夫王の「荒地」
とが結び付く。さらに、第三部23話についても著者はエリオットとダンテとピンチョンの隠れた関
連を説明する。23話は、「出典が『トーマスの福音書』と考えられる」「断片」という出典のついた「マ
マ、僕は今日二人を〈地獄〉へ送ったよ…」という前置きから始まる。
　そうしたグノーシス主義的モチーフが「断片」に続くエピソードの中心となる。その話の
中で「カティエと〈海賊〉が楽しげな地獄巡りの寓話的旅をする。ダンテの『神曲』の反転
版である」（『コンパニオン』 281）　だがその旅は楽しいわけでもなく、実際途中でかなり恐
ろしくなる。23話の一行目はエリオットが「荒地」で使ったダンテからの引用で、その「こ
こにそれほどの人がいると誰が思っただろう」（546）は、ダンテの“ch’io non averei creduto 
/ che morte tanta n’avesse disfatta” （『神曲』 3： 56-57）をエリオットが“I had not thought 
death had undone so many”（「荒地」 1： 63）と訳したものに基づく。ピンチョンの地獄は
予想に違わず、ふざけていて、最初は「平面的に配列されている」（『コンパニオン』281）
が、カティエと〈海賊〉は「不安になる構造」を探る。（『神話学』145）
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　二人のこの不安感は、地獄の底から見上げる擂鉢状の煉獄界の層と重なる。二人とも悔い改め、
浄化に努めるべき煉獄界の住人であるという不安は、物語すべての登場人物にも当て嵌まる。ピン
チョンの描く人間どもは〈かれら〉も〈われら〉の別なく、パラノ的、またはスキゾ的で、程度の
差こそあれ、ある意味で不浄な罪深い煉獄界の住人であるといえる。
　彼は顔を上に向け、かすかに上へと延びる階層化された序列を見やる。そこにはあらゆる
種類の犯罪者が収められ、アクアマリンからベージュにいたる不快な商業的色彩が集められ
ている。…そうしたあらゆるレベルの犯罪の声高な企みや策動が、〈海賊〉やカティエには
一瞬では目にできないほど高く延びている。彼は永遠に罪の意識に囚われた面長の顔をあげ
る。空の幻影へと。頭上からの圧迫感と重圧の現実へと。その堅固さと絶対的な残酷さへ
と。（548）
　『冥界のポストモダン神話学』は『重力の虹』に隠されたニキュイアを解説する。『重力の虹』は
その意味を探求する物語であり、その探求においてニキュイアの神話構造が作品に形と意義を与え
る。そして、「『重力の虹』が、『四つの四重奏』同様に最後に示すのは、最後の啓示は消滅ととも
にのみ現れるということだ。ピンチョンにとって、エリオットにとっても、鳩と爆弾はひとつなの
である」と著者は考察を締める。
４．
　ジョン・バースのLost in the Funhouse（1968）における種々多様な語りの実験とその効果、ま
た、メビウスの輪の提示とそれに沿った虚構空間作りも、『重力の虹』の交錯する語りと構造に影
響を与えているように思われる。例えば、後者の構造は、前者がメビウスの輪（帯を一回ひねって
一方の端の表と他方の端の裏とを張り合わせたときにできる輪で、表裏の区別や右回りか、左回り
か区別がつかない。さらにまたそれを細長く切っていくと一つの輪になる）であるに対して、ウロ
ボロスの蛇（蛇が環状になり、自分の尾を飲み込んでいる図で、無限循環の象徴とされるが、自閉
的自己消滅の悪循環を示すようにも見える）であるかも知れない。「ケクレが夢で見たのは、自分
の尾を口にくわえた〈巨大な蛇〉で〈世界〉をぐるりと取り囲み、夢を見ている『蛇』だった」（412） 
とあるウロボロスの蛇は、化学式における芳香族の原子結合の〈輪〉に関連し、複素環式ポリマー
である新プラスティック〈イミポレックスＧ〉と係る。芳香性プラスティック〈イミポレックス
Ｇ〉とスロースロップの性的反応との謎を求めて彼の物語が展開するわけだが、その謎はそれ自体
茶番であるかのように結末部に至っても曖昧なままである。ちょうど彼が「〈ゾーン〉中にばら撒
かれ」（712）、消失するのに合わせて、謎だけでなく、物語自体が自らを呑み込むように霧散して
しまう。
　ウロボロスの蛇を思わせる作品構造を冒頭と結末からたどると次のように説明できる。物語冒
頭、1944年ナチスドイツのV2ロケット攻撃を避けるべく、暗闇の中をロンドンの中央駅から列車
に乗って疎開する群衆とその冥界のような避難所が、他人の妄想に入り込めるプレンティス大尉
〈海賊〉の夢を通して提示される。「すべては芝居のようだ」（１）「映像のように見えるだけ」（１）
と語られる冒頭の映像的画面から始まる『重力の虹』が、最後の場面、「秒速１マイル近くのスピー
ドで永遠に音もなく落下するロケットの先端がこの古いシアターの屋根の上、最後の測定不能の瞬
間に最後のデルタｔ に到達する」（760）という「オルフェウス・シアター」の1970年代初頭の今
まさに上映直前の映画の内容になるとすれば、ウロボロスの蛇のような連結を示すことになる。上
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映されようとしている映画が、実はそこまで読み進めてきた当の物語であり、つまり、虚構の内と
外を反転させながら、第二次世界大戦末期と終戦の欧州を描く『重力の虹』ということになる。
しかも、虚構空間内で複雑に交錯する虚実混沌とした古今東西に渡る話の層は、『ファンハウスで
迷って』の語りの実験をピンチョンが彼流に実践したかのような感がある。もともと「映像（映
画）」と「文字（文学）」との対立と融合という課題は、バースも『レターズ』で取り組み、当のテ
クスト作り過程を語るテクストが、当の映画作り過程の映画となるといった離れ業を行うが、ピン
チョンも同じ課題への関心を見せる。映画についての種々の言及、映画監督や俳優・女優が主要人
物として登場し、映画を見たその夜に受胎させたという逸話、戦後の廃墟の映画撮影隊、ヴィデオ
映像、さらには、小説自体が映画であるような描写と作中の説明に事欠かない。映画であれ、文学
であれ、すべては他愛もない妄想やでっち上げの虚構であるが、その迷宮には何かが確かに閉じ込
められている。
　ロケットの放物線運動の上昇は、『神曲』の世界に倣えば、地獄の底から這い上がる途中の煉獄
界の下から上へという動きと重なる。登場人物たちはみな浄化と救済を求め、上へ上へと上りつ
め、天上界を目指す煉獄という迷宮の住人であり、例えば、00000号ロケットで〈極北〉を目指す
ブリセロの夢もそこにある。だが、静止点後は下降、爆発、悪夢の廃墟となり、重力圏内で上昇下
降を繰り返す爆撃ロケットV2の軌跡は、テクストの、そしてハイテク時代のヒエログリフの一つ
であると同時に、自閉的で自滅的なウロボロスの蛇のように絶滅へと向かう邪悪な循環、地獄巡り
に他ならない。
　竪琴の名手オルフェウスは亡き妻を求めて冥界を彷徨し、目の前に光が見えて冥界からもう少し
で抜け出すというところで後ろを振り向き、妻の姿を見たがそれが最後の別れとなった。その後、
彼は故あってマイナス（狂乱する女）たちに襲われ、八つ裂きにされる。スロースロップも「荒地」
という地獄巡りの果てに「〈ゾーン〉でかれは十
クロスロード
字路になって」（625）、「組み立てられるどころか、
ばら撒かれた」（738）。オルフェウスは愛を取り戻せなかった。「荒地」にあって何かを求め、何
かを回復しようとする20世紀の「聖杯騎士」の話は、地下ロケット工場というこの世の冥界には
たどり着くが「神殿」や「宝庫」には手が届かぬまま、抜け出せぬ地獄巡りの迷宮の、オールダマ
ンの言うもう一つのファルスであったかも知れない。　
　　　　　　　　　　　　　
１ Thomas Pynchon, Gravity’s Rainbow （Picador）, 1975. 本稿の括弧内の数字はその引用ページを
示す。
２ T.S.Eliot『荒地・ゲロチョン』福田陸太郎、森山泰夫　注・訳　大修館書店　1967．
３ 拙稿「ジョン・バースの『ファンハウスで迷って』―混沌からの虚構再生―」『外国文学』63号
2014．
４ Thomas Pynchon, Slow Learner （Picador）, 1985.
５ ダンテ・アリギエーリ『神曲』野上素一訳　筑摩書房　1964
６ 辻昌宏「「荒地」試論」『リーディング』大学院英文学研究会　1985．I.E.Richards, Principles of 
Literary Criticism（2nd ed.1926）のAppendix B, ‘The Poetry of T.S.Eliot’を紹介している。
７ Evans Lansing Smith, Thomas Pynchon and the Postmodern Mythology of the Underworld（Peter 
Lang Pub.）, 2012. 一部拙訳して引用した。
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８ 辻昌宏「「荒地」試論」より。
９ Raymond M. Olderman, Beyond the Waste Land: The American Novel in the Nineteen-Sixties  
（Yale Univ. Press）, 1972.
10 Tony Tanner, City of Words（New York：Harper & Row）, 1971.
11 辻昌宏「「荒地」試論」より。
12 Steven Weisenburger, A Gravity’s Rainbow Companion（The University of Georgia Press）, 1988.
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